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症 例

過大なオーバージェットと口唇の前突に
上顎両側第一小臼歯抜去を適用した一治験例

上 田 拓 範　　村 林 　 学　　留 　 和香子　　北 井 則 行

Excessive overjet and protruding lips treated with
extraction of bilateral maxillary fi rst premolars

UEDA TAKUNORI，MURABAYASHI MANABU，TOME WAKAKO，KITAI NORIYUKI

過大なオーバージェットと口唇の前突を伴う骨格性Ⅱ級，Angle Ⅱ級の初診時年齢 24 歳 10 か月成人女性
に対して，上下顎にプリアジャストエッジワイズ装置を装着し，上顎両側第一小臼歯を抜去して矯正歯科治
療を行った．その結果，良好なオーバージェット，オーバーバイト，大臼歯，犬歯関係および緊密な咬頭嵌
合が得られた．保定開始から 2 年経過した後も，安定した咬合関係を保っており，患者の充分な満足が得ら
れた．

キーワード：上顎両側第一小臼歯抜去，骨格性Ⅱ級，オーバージェットの過大，口唇の前突

The present report describes orthodontic treatment of a 24-year-9-month-old woman with skeletal 
Class II, Angle Class II, excessive overjet, and protruding lips. The orthodontic treatment involved the 
extraction of the upper bilateral fi rst premolars, tooth alignment with a preadjusted edgewise appliance. A 
Class I occlusion was achieved and tight posterior interdigitation was established. After a retention period of 
2 years, the occlusion remained stable with normal overjet and overbite.
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緒　　言

骨格性Ⅱ級症例で，過大なオーバージェットを認
め，上下顎大臼歯関係が咬頭対咬頭を超えるⅡ級患者
にカムフラージュ治療を行う場合，上顎前歯を後方移
動するために上顎第一小臼歯を抜去し，Ⅱ級大臼歯関
係を改善するために下顎第二小臼歯を抜去することが
多い 1）．しかし，下顎前歯を舌側移動するとオーバー
ジェットの改善が困難になる場合，下顎は非抜歯で，
上顎だけを小臼歯抜去して治療することも多い 2）．

上顎のみ小臼歯を抜去して矯正歯科治療を行った時
の側貌に対する影響について，上唇の後方移動が下唇
の後方移動より大きいとした報告が多い 3-5）．しかし，

上顎小臼歯のみの片顎抜歯により上下口唇が同程度に
後退したとする報告も認められ 6，7），上顎小臼歯のみ
抜去した症例における口唇の変化については，幅広い
多様性があるとされ不明な点が多い 8）．

われわれは，過大なオーバージェットと口唇の前突
を伴う骨格性Ⅱ級成人症例に対して，上顎両側第一小
臼歯を抜去して矯正歯科治療を行い，過大なオーバー
ジェットと口唇の前突は改善し，良好な側貌が得られ
たので報告する．

症　　例

患者は初診時年齢 24 歳 10 か月の成人女性で，上顎
前歯の前突感を主訴として来院した．既往歴，家族歴
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iii）垂直方向
SN-Mp は 42.0°，FMA は 36.0°で 1S.D. を超えて大

きく，ハイアングルを示した．

2．診断
上顎中切歯の唇側傾斜，前歯部の過大なオーバー

ジェット，浅い垂直的被蓋および口唇の前突を伴う骨
格性Ⅱ級，Angle Ⅱ級，ハイアングル症例であると診
断された．

3．治療方針
過大なオーバージェットと前歯部の浅い垂直的被蓋

を改善するためには非抜歯にて排列するのは困難であ
り，小臼歯を抜去することとした．下顎中切歯の唇側
傾斜と口唇の前突を改善するためには，上顎前歯の
後方移動量が大きくなるように上下顎小臼歯を抜去
する必要があると考えられた．しかし，下顎結合部

（symphysis）が唇舌的に薄いこと，患者が上下口唇
の前突を気にしていなかったことから，上顎のみ小臼
歯抜去を行い，大臼歯関係をⅡ級仕上げにすることと
した．上顎前歯を後方に移動する必要があるため，抜
歯部位は上顎両側第一小臼歯とした．固定については
中程度とするため，上顎にトランスパラタルアーチを
装着することとした．浅い垂直的被蓋については，舌
突出癖を認めることから習癖指導を行うこととした．

4．治療経過
治療方針に基づき，25 歳 1 か月時に上顎にトラン

スパラタルアーチを装着し，上顎両側第一小臼歯を抜
去した．その後，上下顎歯列にプリアジャストエッジ
ワイズ装置を装着し，上下顎歯列のレベリングを開始
した．25歳 2か月時現在，妊娠していることが判明し，
25 歳 9 か月時，出産のため治療を一時中断した．

26 歳 2 か月時，上顎前歯の後方移動を開始した．
26 歳 8 か月時に大臼歯関係を改善するため，Ⅱ級ゴ
ムを使用した．27 歳 10 か月時に浅い垂直的被蓋を改
善するため，前歯部に顎間ゴムを使用した．28 歳 4
か月時に動的処置を終了し保定装置に移行した．動的
期間は，3 年 3 か月であった．保定装置として，上下
顎ともにラップアラウンドリテーナーを装着し，リン
ガルボンデッドリテーナーを併用した．保定後 2 年を
経過した後も，安定した咬合関係を保っている．

5．治療結果
1）顔貌所見（図 1Ｂ）

動的治療終了後，初診時と比較して，正面観は著し
い変化を認めず，側面観では口唇の突出が改善された．

に特記すべき事項は認められなかった．

1．症例分析
1）顔貌所見（図 1Ａ）

正面観は左右対称で，側面観は前突型であった．
2）口腔内所見（図 2‒1Ａ，2‒2Ａ）

大臼歯関係は AngleⅡ級を示し，オーバージェット
は＋6.5 mm と大きく，オーバーバイトは 0.0 mm で
浅い垂直的被蓋を示し，下顎歯列正中は顔面正中に対
し 1.0mm 左方へ偏位していた．
3）模型分析所見

上下顎歯の歯冠幅径は，標準値 9）と比較すると，上
顎第一大臼歯を除くすべての歯において 1S.D. を超え
て大きい値を示した．上顎においては，歯列弓長径
は 39.5mm と 1S.D. を超えて大きい値を示し，歯槽基
底弓長径は 31.0mm，歯列弓幅径は 43.8mm，歯槽基
底弓幅径は 46.6mm とそれぞれ標準範囲内の値を示
した．また，下顎では歯列弓長径は 36.0mm，歯列弓
幅径は 36.6mm とそれぞれ 1S.D. を超えて大きい値を
示し，歯槽基底弓長径は 30.0mm，歯槽基底弓幅径は
40.0mm とそれぞれ標準範囲内の値を示した．アーチ
レングスディスクレパンシーは上顎－0.6 mm，下顎
－0.5 mm であった．
4）パノラマエックス線写真所見（図 3Ａ）

第二大臼歯までのすべての永久歯数に過不足は認め
られなかった．また，上顎両側第三大臼歯と下顎両側
第三大臼歯の埋伏を認めた．
5）頭部エックス線規格写真所見
i）水平方向

上顎骨および下顎骨の正中は顔面正中に一致してい
た．また，顔面正中に対して，上顎歯列正中は一致し，
下顎歯列正中は左方へ 1.0 mm 偏位していた．
ii）前後方向（表 1）

標準値 9）と比較すると，骨格系に関して，SNA 角
は 82.0°，SNB 角は 76.0°で，ともに標準範囲内の値
を示していた．ANB 角は 6.0°で 1S.D. を超えて大き
い値を示し，骨格性Ⅱ級であった．上顎骨前後径 A’- 
Ptm’/PP は 48.0 mm で標準範囲内の値を示し，下顎
枝長 Ar-Go は 45.5 mm で標準範囲内の値を示し，下
顎骨骨体長 Ar-Me は 104.5 mm で標準範囲内の値を
示した．歯系については，U1-FH は 122.0°，U1-SN
は 115.0°で 1S.D. を超えて大きく，上顎中切歯は唇側
傾斜していた．L1-FH は 47.0°で 1S.D. を超えて小さ
く，下顎中切歯は唇側傾斜していた．軟組織側貌所見
では，E-line に対し，上唇は 5.0 mm，下唇は 9.0 mm
前方に突出していた．
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図 1　顔面写真
Ａ：初診時（24 歳 10 か月）
Ｂ：動的治療終了時（28 歳 4 か月）
Ｃ：保定開始後 2 年 0 か月時（30 歳 4 か月）

図 2‒1　口腔内写真
Ａ：初診時（24 歳 10 か月）
Ｂ：動的治療終了時（28 歳 4 か月）
Ｃ：保定開始後 2 年 0 か月時（30 歳 4 か月）
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2）口腔内所見（図 2‒1Ｂ，2‒2Ｂ）
犬歯関係，臼歯関係ともに両側で良好な咬合を確立

し，オーバージェットは＋7.0 mm から＋2.0 mm へ，
オーバーバイトは＋0.0 mmから＋1.5 mmへ変化した．
3）パノラマエックス線写真所見（図 3Ｂ）

パノラマエックス線写真所見により，歯根の平行性
は良好であった，上顎左側中切歯と上顎右側側切歯に
ついては軽度の歯根吸収を認めた．
4）頭部エックス線規格写真所見
i）水平方向の変化

顔面正中に対して，下顎歯列正中は右方へ 1.0mm
偏位し，上下顎歯列の正中は顔面正中に一致した．
ii）前後方向の変化（図 4，5，表 1）

動的治療終了時の骨格系は標準値と比較すると，
SNA 角は 82.0°，SNB 角は 75.0°で標準範囲内の値
を示した．ANB 角は 7.0°で 1S.D. を超えて大きい

値を示し，骨格性Ⅱ級のままであった．上顎骨前後
径 A’- Ptm’/PP は 48.0 mm で標準範囲内の値を示
し，下顎枝長 Ar-Go は 45.5mm で標準範囲内の値を
示し，下顎骨骨体長 Ar-Me は 104.5 mm で標準範囲
内の値を示した．歯系については，U1-FH は 122.0°
から 100.0°へ，U1-SN は 115.0°から 93.0°へ変化し，
1S.D. を超えて小さい値となり，上顎中切歯は口蓋側
傾斜した．L1-MP は 97.0°から 96.5°へ，L1-FH は
47.0°から 47.5°へ変化し，標準範囲内のままであった．
軟組織側貌所見では E-line に対しての前突量が上唇
は 5.0mm から 3.0mm へ，下唇は 9.0mm から 5.0 mm
へ変化し，上下口唇ともに後退した．
iii） 垂直方向の変化（図 1Ｃ，2-1Ｃ，2-2Ｃ，3Ｃ，表 1）

SN-Mp は 42.0°，FMA は 36.0°で 変 化 せ ず，
1S.D. を超えて大きく，ハイアングルのままであった．

現在，保定開始後 2 年 0 か月を経過したが，骨格的
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B

A

図 2‒2　口腔内写真
Ａ：初診時（24 歳 10 か月）
Ｂ：動的治療終了時（28 歳 4 か月）
Ｃ：保定開始後 2 年 0 か月時（30 歳 4 か月）
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にも歯性にも変化はほとんどなく咬合状態は安定して
いる．

考　　察

本症例は，上顎中切歯の唇側傾斜，過大なオーバー
ジェット，浅い垂直的被蓋および口唇の前突を伴う骨
格性Ⅱ級を呈する初診時年齢 24 歳 10 か月の成人女性
で，ANB 角が 1 標準偏差をわずかに超える値であっ
たことから，骨格性Ⅱ級のカムフラージュ治療を選択
した．

骨格性Ⅱ級カムフラージュ治療で便宜抜歯を行う場
合，上顎は第一小臼歯，下顎は第二小臼歯を抜去する
方法と上顎第一小臼歯だけを抜去する方法が考えられ
る 11）．上顎小臼歯のみ抜去の適応症は，下顎歯列の叢
生が軽度でありスピーの彎曲が小さく，下顎中切歯歯
軸傾斜が標準範囲内で，下顎の前方への成長が期待で
きない症例である 12）．本症例は，E-line に対して上唇

は 5.0mm，下唇は 9.0mm 前突していて，下顎中切歯
が唇側傾斜していたことから，上下顎小臼歯を抜去す
る治療方針が望ましい．しかし，下顎歯列の叢生が軽
度で，下顎結合部（symphysis）が唇舌的に薄く，下
顎歯を抜去して下顎前歯の舌側移動を行った場合，歯
根唇側部の骨量が減少する報告もあり 10），下顎前歯の
術後の安定性が得られなくなる可能性があること，患
者が上下口唇の前突を気にしていなかったことから，
下顎小臼歯の抜去は行わず，上顎第一小臼歯のみ抜去
して矯正歯科治療を行った．本症例では治療前後の分
析資料より，初診時における過大なオーバージェット
は，適正なオーバージェットに改善された．これは，
上顎中切歯の口蓋側移動によると考えられる．

また，本症例では，ハイアングルで前歯部の浅い垂
直的被蓋を認めたため，垂直的なコントロールが必要
であった．習癖指導を徹底することと，上顎にトラン
スパラタルアーチを装着することにより，顎間ゴムを
併用したことによる臼歯の挺出を防止できたと考え
る．また，口唇の前突を改善するために，上顎臼歯を
圧下して下顎を前上方へ回転することが治療方針のひ
とつとして考えられ，臼歯を圧下するためには，歯科
矯正用アンカースクリューの埋入が必要であった．し
かし，本患者は歯科矯正用アンカースクリューの埋
入を希望しなかったため，歯科矯正用アンカースク
リューの埋入は行わなかった．

軟組織については，上顎前歯の後方移動により，
E-line に対して上唇は 5.0mm 前突から 3.0mm 前突へ
変化し，下唇は 9.0mm 前突から 5.0mm 前突へ変化し，
初診時と比較して上下口唇の前突は改善した．下顎中
切歯の後方移動はほとんど認められなかったにもかか
わらず，下唇は 4.0mm 後退した．これは，上顎中切
歯歯冠が上唇だけではなく下唇とも接していることか
ら，治療により上顎中切歯が後方移動したことが，下
唇の後退した理由のひとつと考えられる．過去にも，
下唇の前後的位置が上顎中切歯の後退と相関していた
と報告されている 13，14）．また，上唇の後退量よりも下
唇の後退量の方が大きいという報告もあり 7），本症例
でも同様の結果が得られた．しかし，上顎小臼歯のみ
抜去した症例における側貌の変化については不明な点
が多く，さらなる研究が必要である．

まとめ

初診時年齢 24 歳 10 か月の成人女性で，上顎中切歯
の唇側傾斜，過大なオーバージェットおよび口唇の前
突を伴う骨格性Ⅱ級患者に対し，上顎両側第一小臼歯
を抜去し，プリアジャストエッジワイズ装置を用いて，
矯正歯科治療を行った．28 歳 4 か月時，動的治療を

図 3　パノラマエックス線写真
Ａ：初診時（24 歳 10 か月）
Ｂ：動的治療終了時（28 歳 4 か月）
Ｃ：保定開始後 2 年 0 か月時（30 歳 4 か月）
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図 4　側面位頭部エックス線規格写真透写図によるＳ-Ｎ平面での重ね合わせ
Ａ：初診時（24 歳 10 か月，実線）と動的治療終了時（28 歳 4 か月，破線）
Ｂ：動的治療終了時（28 歳 4 か月，実線）と保定開始後 2 年 0 か月時（30 歳 4 か月，破線）

図 5　側面位頭部エックス線規格写真透写図の重ね合わせ（ANS を原点として Palatal plane を一致させた重ね合わせと
Me を原点として Mandibular plane を一致させた重ね合わせ）

Ａ：初診時（24 歳 10 か月，実線）と動的治療終了時（28 歳 4 か月，破線）
Ｂ：動的治療終了時（28 歳 4 か月，実線）と保定開始後 2 年 0 か月時（30 歳 4 か月，破線）

A B

A B
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終了し保定装置へと移行した．保定後 2 年 0 か月を経
過した現在，口唇の前突は初診時と比べて改善し犬歯，
臼歯部の咬合関係は良好であり，患者の充分な満足を
得られた．
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表 1　側面位頭部エックス線規格写真計測値

計測項目 初診時
（24 歳 10 か月時）

動的治療終了時
（28 歳４か月時）

保定開始後
2 年 0 か月時

（30 歳４か月時）

骨格系

SNA（deg.） 82.0 82.0 82.0
SNB（deg.） 76.0 75.0 75.0
ANB（deg.） 6.0 ＊ 7.0 ＊ 7.0 ＊
SN-Mp（deg.） 42.0 ＊ 42.0 ＊ 42.0 ＊
FMA（deg.） 36.0 ＊ 36.0 ＊ 36.0 ＊
Go.A.（deg.） 124.5 124.5 124.5
Occ. Plane to SN（deg.） 20.0 24.5 ＊ 24.5 ＊
A’-Ptm’／PP（mm） 48.0 48.0 48.0
Ar-Go（mm） 45.5 45.5 45.5
Go-Me（mm） 70.5 70.5 70.5
Ar-Me（mm） 104.5 104.5 104.5

歯系

U1 to SN（deg.） 115.0 ＊ 93.0 # 93.0 #
U1 to FH（deg.） 122.0 ＊ 100.0 # 100.0 #
L1 to FH （deg.） 47.0 # 47.5 # 47.5 #
L1 to Mp （deg.） 97.0 96.5 96.5
Interincisal angle（deg.） 106.0 # 128.5 128.5

軟組織
E-line ：Upper Lip （mm）  5.0 3.0 3.0
E-line ：Lower Lip （mm） 9.0 5.0 5.0

模型
Overjet（mm） 7.0 2.0 2.0
Overbite（mm） 0.0 1.5 1.5
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